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今
年
で
二
十
九
回
目
を

迎

え
た
町
文

化
祭
が
、
十

一
月

十
二
日

の
前
夜
祭
を
皮
切
り

に
、
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
、

町
民
会
館
で
聞
か
れ
ま
し
た

。

猿
芝
居
や
芸

能
発
表
会
、

美
術
作
品
展
示
な
ど
多
彩
な

催
し
に
、
大
勢
の
人
々
が
足

を
運
び
ま
し
た

。

ま
た
、
会

館
前
駐
車
場
で
は
、
町
内
の

栄
養
推
進
グ
ル
ー
プ
や
婦
人

会
な
ど
各
種
団
体
が

バ
ザ
ー

を
開
設
、
野
菜
や
日
用
品
な

ど
格
安
で
人

気
を
呼
ん
で
い

ま
し
た

。

大人気/rおサルの学校」

座長の村崎修こさんとアトム君
直立や輪くぐりに大喝さいでした

前
夜
祭
と
し
て
、

S
A

R

A
(
重
信

町
青
年
団
連
合
会
)

が
企
画
し
た
も
の

で
す

。

中
島
町
の
水
軍

太
鼓
、
伊
予
市
の

扶
桑
太
鼓
を
招
き
、

ア
マ
チ
ュ
ア
パ
ン

h「

「
宥
μ
ワ
L
Q
γ

h

a
k
e

」
「M
o
o

n

B
e
g
i
n
 

n
e
r
s

」

の
ロ

和
太
鼓
&
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

ッ
ク

と
、
和
洋

の

競
演
と
な
り
ま
し

た
地
元
の
保
育
所

や
東
温
消
防
署
か

ら
の
協
力
も
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た

。
も

ち

ろ
ん
、
わ
れ
ら
が

「
愛媛
の
太
鼓
」

も
、
こ
こ
一
番
と

が
ん
ば
り
ま
し
た

。

... ~・

十

一
月
十
七
日
、
「
重
信

工
業
団
地
」

竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た

。

こ

の
工
業
団
地
は
、
農
村

地
域
工
業
等
導
入
促
進
法

に
基
づ
い
て
、
農村
地
域
の

活
性
化
と
、
農
村
に
お
け
る

就
業
機
会
の
創
出
を
図
る

と
と
も
に
、
農
業
と

工
業

の
調
和
の
あ
る
発
展
を
促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
造
ら
れ
た
も
の
で
す

。

場
所
は
、
上
村
大
橋
の

西
、
喬

一一信
川
右
岸
に
沿
っ

た
牛
洲
・
南
野
田
両
地
区

に
ま
た
が
る
と
こ
ろ
で
、

面
積
約
叩
ヘ
ク
タ
ー

ル
を

重
信
町
土
地
開
発
公
社
が

造
成
し
ま
し
た

。



. 3 ・2rιけめふ:

「
重
信
町
健
康
づ
く
り
推
進
大
会
」
で

講
演
に
訪
れ
て
い
た

中
野
良
子
さ
ん
も
お
買
物

ぼくたち陶芸家/

14 日には、子供陶芸教室もありました

み
ん
な
で
う
た
え
ば

気
持
ち
い
い
/

T一一- T 「一一
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税
務
だ
よ
り

平
成
六
年
度

ー
土
地
評
価
の
適
正
化
と
無
理
な
い
負
担
l

固
定
資
産
税
評
価
替
え

平
成
六
年
度
に
は
、
固
定
資
産

の
評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
土

地
(
宅
地
)
は
、
地
価
公
示
倒
格

の
七
割
程
度
を
目
標
に
評
価
替
え

が
行
わ
れ
る
の
で
、
土
地
の
評
価

は
上
が
り
ま
す
が
、
税
負
担
が
急

激
に
増
え
な
い
よ
う
に
負
担
調
整

率
を
設
け
て
、
現
行
よ
り
な
だ
ら

か
な
調
整
措
置
が
取
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

【
固
定
資
産
税
と
は
?
】

土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
毎

年
一
月
一
日
現
在
の
所
有
者
が
そ

の
資
産
が
あ
る
市
町
村
に
、
そ
の

資
産
価
値
に
応
じ
て
納
め
る
税
で

す
。
土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、

三
年
ご
と
に
評

価
替
え
が
行
わ
れ

て
お
り
、
次
の
評
価
替
え
は
平
成

六
年
度
に
行
わ
れ
ま
す
。

3・F側は上がっても

負担は急に増えません

土
地
評
価
の
適
正
化

土
地
の
価
格
に
は
、
公
的
土
地

評
価
と
い
わ
れ
る
も
の
だ
け
で
も

①
地
価
公
示
価
格
(
国
土
庁
)
②

地
価
調
査
価
格
(
県
)
③
相
続
税

評
価
額
(
国
税
局
)
④
固
定
資
産

税
評
価
額
(
市
町
村
)
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
元
年
に
成
立
し
た
土

地
基
本
法
(
第
十
六
粂
)
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
公
的
土
地
評
価
相
互

の
均
衡
と
適
正
化
を
図
る
こ
と
が

定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、

平
成
六
年
度
の
評

価
替
え
で
は
、
土
地
(
宅
地
)
の

評
価
を
、
全
国
一
律
に
地
価
公
示

価
格
の
七
割
程
度
を
目
標
に
評

価

の
均
衡
化
・

適
正
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

適
切
な
税
負
担
の
調
整

|

負
担
は
急
に
増
え
ま
せ
ん
l

今
回
の
評
価
替
え
は
、
あ
く
ま

で
も
評
価
の
均
衡
化

・

適
正
化
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
っ
て
増
税
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
評
価
替
え

に
伴
う
納
税
者
の
税
負
担
の
増
加

を
極
力
抑
え
る
た
め
に
、
次
の
よ

う
な
調
整
措
置
が
と
ら
れ
ま
す

。

【
土
地
関
係
】

①
住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の
特
例

措
置
を
拡
充
(
表
1

の
と
お
り

)。

②
評
価
の
上
昇
割
合
が
高
い
宅
地

に
つ
い
て
は
、
暫
定
的
な
諜
税
標

準
の
特
例
措
置
の
導
入
(
表
2

の

と
お
り
)
。
③
宅
地
に
つ
い
て
、
よ

り
な
だ
ら
か
な
税
負
担
と
な
る
よ

う
な
負
担
調
整
措
置
を
実

施
。

①
1

③
の
措
置
に
よ
っ
て
、
平

成
六
年
度
か
ら
平
成
八
年
度
ま
で

の
各
年
度
分
の
固
定
資
産

税
は
、

(
表3
)
の
よ
う
に
な
り
ま
す

。

【
家
屋
関
係
】

次
の
よ
う
な
家
屋
評
価
の
見
直

し
が
行
わ
れ
税
負
担
が

軽
減
さ
れ

住宅用地の課税標準の特例措置

住宅用 地 現在 改正後

一般住宅用地 {ilIî格の 1/2 価格の 1/3

小規模住宅用地
価格の1/4 価格の 1/6

(200m' まで)

(表1)

評価の上昇割合が高い宅地の課税
標準の特例措置

(表2)

ま
す

。

①
家
屋
の
耐
用
年
数
の
短
縮
。

工手|三 31， 木木
+蒋木木 j止a J.、1止1 

司造王 Jァ。 在書 住 住
場す所*ト1 :;;;;下 宅宅 τ主

四五七 三二 ち1
。 。 0 二 匹l
年年 {f 年年 在

四六二 二 改
五五 O 五 O 正
千F 壬|三 {I三年年 後

②
非
木
造
住
宅

・

ア
パ
ー

ト

の
初

期
減
価
を
現
在
の

0
・
九
か
ら
0

・

八
へ
引
き
下
げ

。

③
既
に
課
税
さ
れ
て
い
る

家
屋
は

評
価
額
の
三
%
減
価

。

以
上
の
措
置
に
よ
り
、
家
屋
に

つ
い
て
は

、
平
成
五
年

度
に
比
べ

て
少
な
く
と
も
三
%
減
価
と
な
り
、

土
地
(
宅
地
)
は
、
評
価
替
え
に

伴
う
納
税
者
の
税
負
担
の
増
加
を

で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め
、
表

3

の
と
お
り
負
担
調
整
率
(
五
%
i

二
十
五
%
)
を
設
け
ま
す

。

お
問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

宮
六
四
l

二
O
O

一

内
線
二
四

一
・

二
四
二

〈算式〉 前年度の課税標準額×負担調整率
×税率=当年度の税額

干重
評価の上昇割合

負 f旦
月 IJ 調整率

3.6倍以下のもの 1. 05 
住 3.6倍を超え4.8倍以下のもの 1.075 
宅 4.8倍を超え 6.75倍以下のもの 1.1 用
I也 6.75倍を超え 15倍以下のもの 1.15 

15倍を超えるもの 1.2 

2 .4倍以下のもの 1. 05 

非 2.4倍を超え 3.2倍以下のもの 1.075 
住 3 . 2倍を超え 4.5倍以下のもの 1.1 
宅

4.5倍を超え 10倍以下のもの 1.15 用
I血 10倍を超え 18倍以下のもの 1.2 

18倍を超えるもの 1. 25 

改正後

(表3)

評価の上昇の程度に

応じて価格の3/4- 1/2

税額の算式と負担調整措置の率

在

特例措置なし

現

※評価の上昇割合は、平成6年度評価額を、原則と
して平成3年度評価額で除したものでも
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年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
・

任
意
加
入
被
保
険

者
の
皆
さ

ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り

ま
せ
ん
か

。

納
め
忘
れ
た
期
聞
が
あ
り
ま
す

と
、
老
後
生
活
の
主
柱
と
な
る
老

齢
基
礎
年
金
が
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
り
、

受
け
る

こ
と
が

で
き
て
も
少
傾
の
年
金
に
な

っ

て

し
ま
い
ま
す

。

ま
た
、

予
期
せ
ぬ
ケ
ガ
や
病
気

で
障
害
の
状
態
に
な

っ
た
り
、
家

庭
の
大
黒
柱
を
亡
く
し
た
と
き
な

ど
に
、
障
害
基
礎
年
金
や
造
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
る

期
限
か
ら
二
年
た
つ

と
、
あ
と
で

納
め
よ
う
と
し
て
も

納
め
る
事
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
毎
月

の
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
保
険

料
を
納
め
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ト
ふ
三つ
ノ。

国
民
年
金
は
担
会
的
に
世
代
間

扶
養
を
行
う
、
「
世
代
と
世
代
の
助

け
合
い
」

の
制
度
で
す
。
現
在
、

保
険
料
を
納
め
て
い
る
世
代
が
必

ず
年
金
を
受
け
取
る
世
代
に

な
リ

ま
す

。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は

社
会
的
な
扶
養
を
行
う
と
と
も

に
、
自
分
自
身
の
豊
か
な
老
後
の

基
礎
を
築
く

こ
と
に
な
り
ま
す

。

今
一
度
、
保
険
料

の
納
め
忘
れ

が
な
い
か
、
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

12月の納税
固定資産税第3期

国民健康保険税第6期

納税期限12月 27 日(月)

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を

「
海
外
た
す
げ
あ
い
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

「
N

H

K

海
外
た
す
け
あ
い
」

(主
似

H

本
放
送
協
会
、
日
本
赤

十
字
材

、

N
H
K

厚
生
文
化
事
業
団
)

が
、
本
年
も
十
二
月
二
十
五
日
ま

で
実
胞
さ
れ
ま
す

。

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
義
援
金

は
、
ア
ジ
ア

・

中
東
・

ア
フ
リ
カ

・

中
南
米
等
の
発
展
途
上
国
の
恵
ま

れ
な
い
人
々
の
た
め
に
使
わ
れ
ま

す
。

ご
協
力
を
よ

ろ
し

く
お

願
い
い

た
し
ま
す

。

義
援
金
の
受
付
窓
口

N
H
K

各
放
送
局
、
名

郵
便
局

、

各
金
融
機
関
、

操
業
協
同
組
合
、

漁
業
協
同
組
合
、
日
本
赤
十
字
社

各
支
部



官官ι4すめぶ園 6 ・

ご
み
・
不
燃
物
・
組
穴
ご
み
の
回
収

①
回
収
日
・
回
収
地
区

月
・
木
曜
日
↓
樋
口
、
横
河
原
、

志
津
川
、
西
岡

火
・
金
曜
日
↓
田
窪
の
一
部

(
柳

屋
酒
店
か
ら
森
川
商
店
よ
り

西
)、
牛
湖
、
南
野
田
、
北
野

田
、
新
村
、
北
野
台
団
地
、

播
磨
台
団

地

水
・
土
曜
日
↓
見
奈
良
、
下

林
、

上
林
、
上
村
、
田
窪
団

地
、

愛
大
医
学
部
重
信
宿
舎

、

田

窪
の
一
部

(
柳
屋
酒
店
か
ら

森
川
酒
店
よ

り
東
)

②
出
す
時
間

回
収
日
の
当
日

、

午
前
八
時
ま

で③
注
意
事
項

日
曜
日
、
祝
日
、

地
方
祭

、

節

句
、

お
盆

、

年
末
、
年
始
は
、
燃

え
る
ご
み
は
回

収
し
ま
せ
ん
か
ら
、

ご
み
を
出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ビ
ニ
ー

ル
袋
ま
た
は
ダ
ン
ボ
ー

ル
箱
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い

。

燃
え
る
ご
み

以
外
の
も
の

(ガ

ラ

ス
・
缶
等
)を

一
緒
に
出
さ
な
い

で
下
さ
い

。

①
回
収
日

毎
月
十
日
・
二
十
五
日

②
時
間

回
収
日

の
当
日

、

正
午
か
ら
午

後
六
時
ま
で
の
問

③
回
収
す
る
不
燃
物

・

ガ
ラ

ス
・

ビ

ン
類

・

金
物
類

・

プ
ラ

ス
チ
ッ

ク
類

-

発
泡
ス
チ

ロ
ー

ル
等

@ 

福
祉
課
衛
生
係

E
六
四
|

二
O
O

内
線
二
五
三

④
注
意
事
項

不
燃
物
以
外
の
も
の
を

一
緒
に

出
さ
な
い
で
下
さ
い

。

ダ
ン

ボ
ー

ル
箱
等
に
入
れ
る
な

ど
不
燃
物
が
散
乱
し
な
い
よ
う
固

く
荷
造
り
し

て
下
さ
い

。

う
す
い
ア
ゼ
シ

l

ト
及
ぴ
ハ
ウ

ス
用
ビ

ニ
ー

ル
シ
l

ト

は
回
収
し

ま

せ
ん
。

ス
プ
レ
ー

缶
や
エ
ア

ゾ
1

ル
缶

を
出
す
時
は
、
必
ず
中
の
ガ
ス
を

抜
い
て
下
さ
い

。

火
災
等
の
事
故

の
も
と
に
な
り
ま
す

。

⑤
不
燃
物
回
収
場
所

・
北
吉
井
地
区

山
之
内

公
民
館
↓

岡
堰
堤
↓
荒
木

谷
バ
ス
停
↓
除
ケ
↓

井
口

公
民
館

↓

菖
蒲
瓦
屋
下
手
↓

樋
口
高
曽
渡

↓
横
河
原
公
民
館
↓

横
河
原
二
本

松
↓
横
河
原
愛
媛
新
閉
店
横
↓
樋

口
オ
タ

ビ
↓
志
津
川
皇
大
神
境
内

↓
愛
大
医
学
部
重
信
宿
舎
↓

志
津

川
集
会
所
↓

池
田
商
店
北
側
↓

八

反
地
墓
地
南
東
側
↓

志
津
川
団
地

ス
ト

ア
ー
西
↓

西
岡
集
会
所
↓

西

岡
奥
村
商
店
前
↓

池
ノ
下
公
民
館

↓

播
磨
台
団
地
公
民
館
南

側

-
拝
志
地
区

上
林
(
恩
地
橋
)↓

上
林
中

筋
集
荷

場
↓

上
林
蔵
置
所
横
↓
二
ノ
瀬
バ

ス
停
↓

八
幡
公
民
館
↓

横
根
公
民

館

v
五
反
地
公
民
館
↓

下
林
集
会

所
↓
宮
ノ
段
公
民
館
↓

西
ノ

谷
公

民
館
↓
農

協
上
村
支
所
北
側

-
南
吉
井
地
区

見
奈
良
公
民
館
↓

刑
務
所
官
舎
↓

田
窪
団
地
遊
園
地
前
↓

田
窪
隻
手

薬
師
寺
北
側
↓

田
窪
集
荷
場
↓

堀

池
公
民
館
↓

牛
測
団
地
駅
北
東
↓

牛
測
団
地
四
棟
南
↓

牛
測
団
地
六

棟
南
↓
牛
洲
団
地
三
十
凹
棟
北
↓

愛
媛
銀
行

重
信
支
店
南
側
↓
牛
湖

集
荷
場
↓

北
野
台
団

地
↓

大
地
泉

南
↓

野
田
集
荷
場
↓

大
湧
泉
横
↓

新
村

公
民
館

完 し る五二く 年末 にけ 収 プ な保日 年末了 遅ー と日十み十 一+ は年 出 てご集レごい 管 ま十 一十 年
子 れ月 こ 間五取 二 月二 、末

お し 、 みの | み でしで 二 月二 末
定 まは ろ で日り月 四月

. 
て そ と |燦 ピの下、 の 月 四月・

. 
で す を特で 日 は 日三 年 年始 束。

下れ不 、 1:1" さそ凹 = 日三 年 年始すが毎し に終程 、 (!k) 十 ~f:ì さ ぞ 燃大 1〆A にい の 日十 (刈 + 始
。

、 月ま くわ よ 全 か日 σ3 

のし
い れ 物変 不 。 間間 ー か日 の

のーず末の す み 1) リ地 ら (木) し 5 。 決と危 さ金〕ー 燃 はは日 ら (木) ご
日 日 。 取ま 早 域 開で 尿 めは険を物

、

か 開でみ ιー」

ま程 リすめを 始 終 σコ 尿 世
ら 、で 入 ( み 各ら 始 終 収

み収集でよ を 。 に毎 7 処
れ 必 すれ ヮ毒ヒ を 家一 了 集

に 1) 要残し月 み たず 。 る 出 庭月 は
は 少 すりて の 取 理 日分 とス さ で三



①
回
収
日

偶
数
月

(
四
月
・
六
月
・

八
月

・

十
月
・

十
二
月

・

二
月
)
の
二
十
八

口
H②

出
す
時
間

回
収
日
の
当
日

、

午
前
十
時
ま

で③
回
収
す
る
粗
大
ご
み

テ
レ
ビ

・

冷
蔵
庫

・

洗
濯
機

・

自
転
車
・

ミ
シ
ン

・

ベ
ッ
ド
・

机
・

イ
ス

・

家
具
・

布
団

・

じ

ゅ
う

た

ん
等そ

の
他
の
も
の
に
つ

い
て
は
、

事
前
に
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

④
注
意
事
項

ゴ
ム
製
品
・

ビ
ニ
ー

ル
等
(
う
す

い
ア
ゼ
シ
ー

ト

・

ハ
ウ
ス
用

ビ
ニ

ー

ル
シ
l

卜
)
の
産
業
廃
棄
物
は

出
き
な
い
で
下
さ
い

。

粗
大
ご
み
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ

利
用
で
き
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が

た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
す

。

ご
み
と

し
て
出
す
前
に
も
う

一
度
利
用
で

き
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う

。

原
動
機
付
自
転

車
・

自
動
二
輪

車
・

古
タ
イ
ヤ
は
回

収
し
ま
せ
ん

の
で
、
販
売
店
な
ど
に

処
分
を
依

頼
し
て
下
さ
い

。

1 7 ・2fιけめぶ

⑤
粗
大
ご
み
回
収
場
所

上 下 上 新 北 ;It 南 上. 播 牛 牛 回 匠| ノ同u 西 'ゴl!コ，、 横 お面 山 地
町' お画 磨 ì~ll 窪
AE3 A 町' 野

..J..、 1m z ;幸 河 之
匠!

にI

団 団団 @I 
キナ 林 林 干す 地 間 田 地 地 地 決11 地 窪 良 岡 ) 11 原 口 内 区 |
J!良111 -F 上思 J1Z4黒1ζL 二|仁 大 里子 J高 ポ JJ!�! 1:1二 f:EI 隻問 ノ同し 池西 八志 持i お匝 荒

場
協】 林 林地 itlJ 盟子 I也 l 日 決IJ 陪 ノ i也 淡11 窪 薬子 :集産 1FJ5、こ ノ |司 )又;宰 i可 仁l オ三
上 集 蔵橋 手iJr -口4 ‘ 

泉 集 |ヨ| .1-、 フ。 Yよ入)0、 遊 良 Ti~ 、 I也 ) 11 隠、 公 ム1コー
日l Jm 1=1 

村支 メユ~入 世 十l 南 荷 巨| 室 民民 |羽 ~ïlj 荷 公 公民 墓グ 民 ノ 、

Jm 高)~
PJ� pJr 支

メ集o 
場 二|ヒ 地 樹 館館 j也 ニ寸Eユ ー吻1-1:1 民 民自í;~ 地ラ 本 臨 ス

所 械 所 東 Y戸1、 FJIJ 二It �.g fi'i'i 南ン 中i~ 四 千字
4ヒ 南 戸;)j 入 民 fHll 東ド fJ!il 
fWl fJlll 1演 11 Mi IMI] 

各
公
民
館
、
集
会
所
に
回
収
容

器
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ

の
中
に
入
れ
て
下
さ
い

。

ご
み
・
不
燃
物
・
組
大
ご
み
を

出
さ
れ
る
方
へ

ご
み
・
不
燃
物

・

組
大
ご
み
を

出
さ
れ
る
方
は
、
次

の
こ
と
を
厳

守
し
て
下
さ
い

。

*

指
定
さ
れ
た
日
に
、
指
定
場
所

へ
出
し
て
下
さ
い

。

*
燃
え
る
ご
み
と
不
燃
物
は

き
ち

ん
と
分
け
て

出
し
て
下
さ
い

。

*

事
業
所
か
ら

排
出
さ
れ
る
ご
み

等
に
つ
い
て
は
回
収
し
ま
せ
ん
の

で
、
事
業
所
ご
と
に
処
理

し
て
下

支
」
い
。

。
ご
み
の

出
し
方
の
悪
い
回
収
場

所
に
つ
い
て
は
、

回
収
を
停
止
し

ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
出
す
よ
う

に
し
て
下
さ
い
。

粗大ごみ回収

12月四日決)

午前10時までに

出して下さい。

次回は、 2月 28 日 (月)です。

制
日
本
損
害
保
険
協
会

怯
幻
自
動
車
岬
探
検

ー

ー

i

:

1

1

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

住
所松

山
市
花
園
町

一
ー

三

日
本
生
命

松
山
市
駅
前
ビ
ル
6

階

交
通
事
故無

料
相
談

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

包
四
五
|

二
三
三
五

相
談
日

月
曜
日
1

金
曜
日

午
前
九
時
三
O
分
i

午
法
四
時
四

コ

分

t

i

l

-

-

(

イ

専
門
の
相
談
員

が
、
親
身
に
な

っ

て
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

弁
護
士
相
談
日

毎
週
木
曜
日

午
後

一
時
i

四
時

住宅需要実態調査にご協力を籍の交通安全県民運動
建設省は、全国一斉に 「住宅需要実態調査」

を行います。県下では、約1 ， 100 世帯を対象に

12 月 1 日より調査を行います。

お f:.fl ぃ合わせは、

県松山地方局建設部

建築指導課 H41-1111 (内線443)

期間

平成 5年12月 21 日 決)~平成 6年 1 月 10 日 (月)

スロ ー カ‘ ン

交通安全は 家庭と地域 職場か ら



Jgf乙けめぶ目 B ・

固
回
目

困

図

〈
場
所
〉

町
民
会
館

〈
持
参
晶
〉

健
康
手
帳

〈
参
加
費
〉

無
料

〈
申
し
込
み
方
法
〉

実
施
日
一
週
間
前
ま
で
に
、
福
祉

課
・
保
健
婦
ま
で
連
絡
下
さ
い

。

〈
そ
の
他
〉

希
望
者
に
は
血
液
検
査
を
実
施

し
ま
す

。

(
全
額
自
己
負
担
)

①
日
時

二
月
九
日
附

午
前
九
時
二
O
分
i

九
時
五
O
分

病
気
別
健
康
教
室

⑬
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
l

二
O
O

一

内
線
三
一
一
・

=
二
二

病
気
別
の
健
康
教
室
を
左
記
の

と
お
り

実
施
し
ま
す

。

既
往
の
あ
る
人
、
ま
た
関

心
の

あ
る
人
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
お

気
軽
に
お
こ
し
下
さ

②
場
所

町
民
会
館
・
診
察
室

③
検
査
項
目
・

料
金

- 貧血

-尿酸(痛風の検査)

-総コレステ ロール

全員 2 .523内
. HDL- コレ ステ ロ- )レ

• J I'F機能検査

(GOT.GPT. a-GTP) 

- 中性月旨JI万

- 腎機能検査

希望者 360ドl . ]11結

※
検
査
を
正
確
に
行
う
た
め
、

朝
食
は
と
ら
な
い
で
下
さ
い

。

時 1村 容 議 。市[二三ミ 日

9:20 
9:50 出II夜検査(希望者)

貧血教室 2 月 9 日 (ホ1 11 0:00-
講義

栄養士
「食事療法」について

保健焔12:30 
調理実習 「貧血l予防食」

痛風 ・

14 :00-
講義

松山中央保健所お コ レス
2月 15 EI (刈 円前]!\ ・ コレステロール

大岡ì，)~子 医nilíテロール 15:30 
について」教室

14:00- 講義 愛大医学部医師
2月 24 EI附 15:30 「糖尿病について」 医師

講義
栄養士糖尿病

3月 2 日 (梢 14 :00- 「館尿病の食事療法に
保健婦教室 15:30 

ついて 」

日本体育協会公認
3月 8 日 (必 14 :00-

講義
スポーツドクター16 目 。。 「週!!1リ'J1t(法 lこついて 」
林 w司|室 r:ijí

14:00- 講義 愛媛大学医学部
3月 16 日 (7j<) 15:30 「血圧につい て」 手:rr nfl 省二 |室。ílí

高血圧
教室

(ね 10:00-
講義 fi成塩について」

栄養士
3月 24 日 。 調理実習 「滅~M;_食」

{果健婦12:3 
みそï-I-!i分岐度 ìl!ll定

;，， ~お 、 2月 1 5 11 fífií風 ・コレ ス テロ ノレ教室」、 3 J'1 8 日「総尿病救~J (;t, f民
能力レ ンダーの n程とは変更となりました。 ご T Jï~下さい。

健康づくり料理講習会
rl 日 30品目を目標に」

離乳食学級

健康な体を維持するためには、バランスのとれた食

生活を心がけることが大切です。そのためには、 1 1:1 30

品目以上の食品を食卓にのせることも一つの方法です。

rl 日 30品目を目標に」 というテーマで健康づくり料

理講習会を下記のとおり開催します。

皆さんお誘い合わせの」二、おこし下さい。

・対象 住民

・料 金 無料

・持参品 健康手帳

(タ ツノf一、エプロ ンがあれば便利です)

希望者に血圧測定を行し、ます。- その他
月日 受HI1寺|詰i 開催11寺 1M! 場所 l人j 円骨、

-栄養士の話
「ノぐラ ンスのとれた食ZJj:(こ

2 月 7EI(I'I) 
9: 30- 10: 00-

西岡公民館
ついて」

10: 00 12 : 30 . 1早世ll~'，liの話
「目前の 他J:lr管型について 」

-調理実1盟、試食

離礼食は、母礼・ ミルクで不足する栄養を補って、無

理なく幼児食へと移行していくための準備食です。

自ft手L食がどんなものか理解し、より身近なものとな

るよう、学級を開催しますので、ぜひ、赤ちゃんとご

一緒にご参加下さい。

・ 日時 2月21:1 t榊

午後2時-3時30分

※偶数月に実施します。

重信町民会館

平成5年10月 ・ 11月生 (3 ・ 4 ヶ月児が対象)

栄養士 ・保健婦

~!!~料

母子手帳

O講義(離乳食のスタ ート とすすめ方)

O調理の見学実習

0試食 ・ 質疑応答

- 場 所

・対象

・担 当

・料金

・持参品

・内容



女
性
塾
通
信

H

環
境
問
題
一
日
研
修
M

五
十
崎
町
に
学
ぶ

十
月
二
十
三
日
、
地
球
規
模
で

問
題
に
な
っ
て
い
る
環
境
に
つ
い
て

学
ぽ
う
と
、
近
自
然
工
法
の
護
岸
建

設
が
実
現
し
た
小
田
川
の
あ
る
五

十
崎
町
に
研
修
に
出
か
け
ま
し
た
。

ま
ず
、
小
田
川
の
自
然
を
残
そ

う
、
と
十
年
来
、

「

シ
ン
ポ
の
会
」

の
活
動
を
さ
れ
て
い
る
同
町
商
工

会
長
、
亀
岡
徹
氏
の
講
演
を
聞
き

宇
品
1
レ
h
~。

一
切
の
日義
務
を
負
わ
な
い
、
自
由

な
会
で
あ
る
こ
と
が
、
長
続
き
し

て
い
る
原
因
と
話
き
れ
ま
し
た
。

「

美
し
い
川
と
は
?
」
に

五
年
か

か
っ
た
こ
と
。

「

普
は
そ
こ
に
あ
る

の
で
は
な
く
、
人
間
の
頭
脳
の
中

に
発
生
す
る
。
」
と
い
う

言
葉
が
印

. 9 ・~-w.tAすめぶ

「シンポの会」の亀岡商工会長

象
的
で
し
た
。

五
十
崎
町
女
性
塾
と
の
交
流
を

兼
ね
て
の
昼
食
、
話
題
は
や
は
り

環
境
問
題
に
集
中
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
現
地
見
学
へ
。
石
積

み
や
樹
木
を
配
置
し
、
生
物
と
の

共
存
に
一
歩
近
づ
い
た
護
岸
工
事

に
、
後
世
に
残
す
自
然
は
、
こ
う

あ
る
べ
き
と
い
う
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た

。

清
流
が
生
ん
だ
伝
統
産
業
で
あ

る
手
す
き
和
紙
の
工
場
見
学
で
は
、

こ
の
道
三
十
年
以
上
の
女
性
工
芸

士
遠
の
見
事
な
手
つ
き
に
み
と
れ

ま
し
た

。

珍
し
い
下
駄
の
工
場
、
凧
博
物

館
、
町
物
産
店
と
、
予
定
の
時
間

を
大
幅
に
超
過
し
ま
し
た
が
、
五

十
崎
の
人
達
の
小
田

川
に
寄
せ
る

熱
い
思
い
に
ふ
れ
、
わ
が
町
と
重

信
川
を
、
見
直
す
一
日
に
な
り
ま

し
た
。
(
女
性
塾
生

K
・

H
)

お
と
し
よ
り
健
康
相
談
室

五十崎町凧博物館にて

⑫
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
ー

二
O
O

一

内
線
三
一

一
・
=
二
二

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、

心
と
身
体
の
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
自

分
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

こ

と
、

ボ
ケ
に
関
す
る
こ
と
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

対
象

町
内
在
住
の
老
人
及
び

そ
の
家
族

受
付
時
間

午
後
二
時
i

四
時

場
所

役
場
保
健
婦
室

担
当
者

医
師
、
保
健
婦

料
金

無
料

内
容
個
別

で
相
談
に
応
じ
必

要
な
指
導
及
び
助
言
を

行
い
ま
す
。

※
予
約
制
で
行
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

日程表

1 月 10 日 (月)

3 月 7 日 (月)

平成 6 年

予防接種

~ 三種(二種)混合予防被種

病気
①② 百日咳一一一夜間の激しい|咳が主症状の病気
ジフテ リ日わがれ声 内ほえのような

i咳、 11乎 l吸困難、心臓|嘩害のお こる

病気
つ
し、 ③破傷風一一一一傷口から菌が侵入し感染する病気
て けいれんをおこす

※二種混合は、百日咳を除外

法方
I 期一一2才一4才未満の聞に

3 -8週間隔で3回
II 期一一 I 期終了後1年一 l年半後にl回

日 1 月 13 日(木)
H3年7 月 -12月生

手呈 2 月 8 1:1 (刈
及び6才未ìÎil;jの未桜極者

対象 33 月月213 日日 ((村刈
I 期終了後1年一 l年半

H寺間 14 : 00-14 : 30 

σfそ也3 6才未満であれば二種、又は一種混合のワクチンが
受けられます。

①②③場持IIIT 所 111] 民会館参品 l辛子手帳(必携のこと)・印鑑
内に住民票のある方に限ります。

考 当 日は体温を iHlJ って来て下さい。
詳細は、福祉課保健婦まで

リ
ハ
ビ
リ
教
室

申
し
込
み
方
法

事
前
に
申
し
込
み
が

必
要
で
す

。

福
祉
課
ま
た
は
保
健
婦
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い

。

※
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

の
開
催
時
間

と
は
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で

ご
了
承
下
さ
い

。

⑬
福
祉
課
保
健
婦

町
で
は
、
医
師
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を

始
め
て
い
ま
す
。

病
気
や
老
化
な
ど
で
日
常
生
活

に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
方
に
対

し
、
リ
ハ
ビ
リ
教
室
を
行
い
ま
す
。

対
象

町
内
在
住
の
方

時
間

午
後
一
時
三
O
分
i

三
時
三
O
分

町
民
会
館

医
師
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦

品
川
平

3 月 14 日 (月)

12 月 20 日 (月)

1 月 17 日 (月)

日程表

場
所

担
当
者

平成 5 年

平成 6年

料

金



すι4すめぶ・ 10 ・

平
感
決
年

諭
蓄
の
催
。
鞠

ど
な
た
で
も
、
参
加
・
投
稿
で
き
ま
すF
-

日
時一

月
九
日
間

午
前
八
時
三
十
分
l
受
付

午
前
九
時
l

開
始

会
場町

民
会
館
大
ホ

ー

ル

参
加
費
(
弁
当
代
含
む
)

大
人
千
円

・

学
生
五
百
円

※
小
学
生
以
下
の
参
加
可

申

込
方
法

町
民
会
館
に
あ
る

申
込
書
に
、

参
加
す
る
級
別
を
記
入
し
、
現
金

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い

。

申
込
期
限

十
二
月
二
十
二
日
附

席 会選

主
催
・
重
信
町
文
化
協
会

題 場者

m
m闘
園

日
時

一
月
十
七
日
間

午
後
一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

会

場
町

民
会
館
婦
人
室

宿
題
「

見
栄
」
、
「
め
が
ね
」
、

二
番
L

の
三
題
の
そ
れ
ぞ
れ

に
、
二
句
を
投
句
す
る

。

投
稿
期
限

十
二
月

二
十
二
日
附

ま
で
に
、
文
化
協
会
(
町
民
会

館
)
へ

選
者

上
岡

喜
久
子
先
生

岱
六
四
l
一
五
0
0

悶
悶
闘
園

日
時

一
月
九
日
制

午
後
一
時
1

三
時
三
十
分

会

場
町

民
会
館
婦
人

室

応
募
数

一
人
当
季
雑
詠
三
句
で

未
発
表
作
品
に
限
る
。

投
稿
期
限

十
二
月
二
十
二
日
附

ま
で
に
、
文
化
協
会
(
町
民
会

館
)
へ

選

者

武
市

公
子
先
生

第
二
十
岡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
後
期
リ
1

グ
成
績
表

部
615 413 211 }I頃

|王l 二| じ 見 t通

窪 え庁て、 チ

ì~11 メ 林 1't 仁l
ム

、、J
艮

名

A 、 j、 A |王l A A 

212 214 516 勝

615 311 412 負

111 312 011 分

112 213 1 1 1 同

部
615 413 211 Ii頃

|到 j-: ア 病 特t
/レ 養

チ
ノ、 i可 イ

卜
ク

ム
グ

ロ フ
/レ
名

窪 村 ス フ A ス

112 315 516 )J券

815 312 212 負
。。 010 111 分

113 413 211 rF� 

部
615 413 211 }I国

ft'� =と 八 。z， '"、

聖子
チお面 任l ì~柱 反

林 若

匠|
'1:にコ.コ-
}II 地

ム

ク 名

I也
フ
A A 池A フ

113 515 616 日券
716 414 312 負

110 011 111 メノーJ、、

111 110 011 雨

四

部
615 413 211 }I頃

中黄 役 下 お通 上 牛
決IJ
チj可 フ

林 仁l 中本 イ
ム

原 ナ
名

B 場 D B B ズ

213 313 516 勝

415 414 312 負

110 1 11 110 分

312 212 112 雨

開
聞
開
園

日
時

一
月
九
日
間

午
後
一
時
l

町
民
会
館
一
階

和
室

当
季
雑
詠

一
人
三
句

(未
発
表
句
)

午
後
一
時
ま
で
に
投
句

梅
岡
ち
と
せ
先

生

(青
玄
)

五

部
615 413 211 }I煩

-F 牛 重 ，τ仏L、-ヰニ 横

決4 河 チ

キ本 ク 決リ
.b. 

フ
中 )11 j京

名

B フ とー「診・ BIB C 

1 12 315 718 勝

716 514 212 負
。。 。。 010 うT
212 211 110 F同

六
部

615 413 211 } I頂

F去℃乙; 仁 田 l豆 四 田

キ4
窪 lfi�l 窪 チ
ノ マ コ

ワ
学 ク

ス ム
春

フ モ 名

橋 菊 ズ 音日 7" ス

212 414 618 }f:努

616 514 312 負
。 。 。。 010 分

212 1 12 110 間

七
部

615 413 211 } I慎

国 八 牛 見 新T 

反 1JI又一 、 十す チ

ゴ 決IJ ク 中本
ム

jレ
I也 艮

フ 名

フ B D B プ C 

213 314 617 1券
516 514 312 負

110 。。 1 10 分

211 212 011 同1

i¥ 
部

615 413 211 }I頂

牛 西 :r: 田 村 ノ ぞ
ぺ~，

上
チiヰZ 窪 フ

J刻 I 
ンイ ﾄ 

J 11 団 タ 名

C 同 J 地 ズ タ'

。 1 14 616 7 勝

8 714 312 2 負
。 。 。 。。 O 分

212 211 211 雨



男
女
共
同
参
画
型
時
代

重
信
の
女
性
た
ち
は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
すF

圃 11 ・2Rιけめふ:

第三養護学校にて

重
信
町
中
央
レ
デ
ィ
ー
ス
学
級

心
身
に
陣
害
を
持
つ
子
供
た
ち

が
、
そ
の
障

害
に
負
け
ず
、
懸
命

に
生
き
て
い
る
姿
を
見
、
こ
う
い

う
人
た
ち
を
理
解
す
る
と
と
も
に

交
流
を
図
る
た
め
、

町
内
に
あ
る

県
立
第
三
養
護
学
校
を
訪
問
し
、

生
徒
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た

。

プ
レ
ン
午
守l
し
げ
の
ぶ

所
属
す
る
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ

目
的
に
合
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
中
の

砂
重
信
コ
ー

ラ

ス
々
が
、
松
山
市
荏
原
町
に
あ
る

老
人
ホ
ー
ム

「

愛
寿
荘
」
を
訪
れ
、

昔
な
つ
か
し
い
歌
や
名
曲
の
数
々

を

美
し
い

コ
ー

ラ
ス
で
披
露
し
、

お
年
寄
り
か
ら

喜
ば
れ
ま
し
た
。

重
信
町
婦
人
会

自
分
た
ち
の
趣
味
を
楽
し
む
と

と
も
に
、

地
域
の
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を

し

て
い
る
婦
人
会
で
は
、

各
支
部
が
、
地
域
の
実
状
に
合
っ

た
活
動
を
行
い
、

地
域
の
活
性
化

の
た
め
に
貢
献
し
て
い
ま
す

。

〔新刊書のご案内〕

〈哲学) 0 生きがいの心型学一臼石ì~f-O マー フィーの

法則一アーサー・ ブロ y ク 0 賢者の教えーノ〈ルタザール ・

グラシアン 0ーに愛婿二に気転 淡谷のリ子 〈歴史・伝

記) 0 三匝|志故事物語一駒田信二 0 ヨーロ ッパとは何か

ークシシ卜フ ・ ポミアン 0古代豪族系凶集覧一近藤敏喬

0青春夢航海 星島洋二 〈社会科学) 0 東ヨ ー ロ ッパは

今/一小lj;lt 節 0企業とエイズ一野間 街o醜い牒凶人

一朴 泰赫 o女が外国で仰j くと き一回辺l享子 o 定年百景

一加藤 仁 o徹底部l査有~q 老人 ホームー老後問題初| 究会

〈医学) 0 人はみな心病んで生きる 一大原健士郎 o娘か

らの宿題一長尾クニ子 0病院えらび事典 宮田来日平 0 子

どもの食事一丸岡玲子 0 野菜の科学一高宮税l彦〈家政学〉

0 クッションがい っ ぱい ー林 こ のみ 0 赤ちゃんのやさ

しい手あみ 主婦の友社0 リ バーシブル ・ パッ チワーク

入門ーやl木幸代 0 おいしいお惣菜一松本忠子 0 手づく り

ケーキ ー島津睦子 0 お米クッキングー牧野宮大 〈芸術〉

0 だれにでもできる最新水墨画の摘さ方一山下秀樹 0焼

かずにできる花と人形の粘土工芸一川 口紀子 O -R f~ とい

う仕事一 山本安:失 o r大病人」 日記一伊丹十三 〈文学〉

o ì栄い河一遠藤間作 0 老い l苧斐死に甲斐一三浦米I''''J O 幸

福1命 -tJr升寸前 0 1可を兄ても ↑可かを思い 1]'， す アーネス

ト ・ へミングウェイ o 虻の 刺 客 (J-J ・ (下)一森村誠一

-その他

**図書館だより**

( 12 月の休館日〕

6 FI ・ 1 3H '1 9 日 ・ 20 日 ・ 23FI ' 27 円一 3 1 FI 

(ラスキン)

〔今月の標語〕

読む価値がある本は、買う価値がある

福
寿
大
学

第
八
回
目
の
福
寿
大
学
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

(
終
了
後
、

閉
誹
式
を
行
い
ま
す

。

)

期
日

十
二
月
十
三
日
間

寺
司

F

向
卜

a
r
i

n
"
"

回
目
日
ド

￡
'
-
J
r
ド
十

一

日
付
ド

十
一
時
三
十
分

町
民
会
船
大
ホ
ー

ル

「
地域
に
お
け

る
高
齢

者
の
役
割
」

怖
い
よ
さ
ん

池
波
佳
斉

i
!

'
j
j
i
i
 

研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問

問
中

有
男
先
生

r
t
、

l
a
l

釦
H

ド

講場

演所

講

師

受
講
料

⑧ 

⑧
⑧
⑩
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
、

次
の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下
さ

い
ま
し
た

。

岩
崎
孝

一
さ
ん
(
新
出
浜
市
)

一
生
カ
ラ
オ
ケ
会

の
み
な
さ
ん

中
村
政

夫
さ
ん
(
志
津
川
)

山
内
安
政
さ
ん
(
見

奈
良
)

イ
コ
一7
fア
力
一
日
教
室

誰
で
も
気
軽
に
で
き
、
今
人
気

の
あ
る
軽

ス
ポ
ー

ツ
、
赤
い
羽
根

っ
き
ボ
ー

ル
を

追
っ
か
け
て
み
ま

せ
ん
か

。

主
催重

信
町
イ

ン

テ

ィ
ア
カ
協

会

対
象二

十
才
以
土
、
男
女
問
わ
ず

日
時十

二
月
十
二
日
制

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

場
所重

信
町
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

参
加
賞

持
参
口
開

通
勤
の
で
き

る

服
装

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

(昼
食
は
符
白
で
用

意
し
て
下

さ
い
)

申
し

込
み

重
信
町
教
育
委
員
会

社
会
教
育
諜宮

六
四
ー

一
五
O
O
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シリーズ ⑧⑨⑧⑧ 

*12月の星空あんない
一一 観察場所 重信町見奈良 重信天文台から 一一

観察時間 12月中旬の20時ころ

夜が長いので、木枯らしが弱くなる夜には、 美 し

い星空が12時間以上見えます。 空気が澄んで‘いる冬

の夜には、 |突j限で見える限界の6等星が見えやすくな

っ ています。

12月には、ペルセウス座、おうし座、などの星座

を見ましょう 。星図を参考にしてアンド ロ メダ座の

東にあるペルセウス座、おうし座などを見てくださ

い。 月明かりが無ければ、アンド ロ メダ座の大星雲

と共にペルセウス座の二重星団がペルセウス座とカ

シオペア座の聞にぼんやりと見えます。ペルセウス

glIには明るさが変わる変光星アルゴルがあって時々

! 平成6年重信町成人式
: ・ 日時 1 月 15 日 (土)

9:00受付、 9 : 30開会

: ・場所 重信町民会館大ホール

-6-

暗くなり 、 ペルセウス座の印象が変わります。 おう

し座の l明るいアルデパランの近くの星は、釣 1') 鐘の

ような形に集ま っ ているので、 「釣り鐘星」とも呼ば

れます。

おうし座にある 「すばる J (すばるが日本語でプレ

アテスは外国語です)の星が幾つ見えますか?普通

の人には6佃見えるので「六連星」、すばるの形から

「羽子板星」 などと呼ばれます。 よく見ると 7個の星

が見えるので、 1-七つ星」 と H乎ぶ地方もあります。

南西の空に土星が出ていますが、 高度が低くて輪

や衛星が見えにくくなりました。
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学
校
だ
よ
り
⑧

同
和
教
育
研
究
大
会開

催

十
月
二
十
七
日
、
地
区
別
同
和

教
育
研
究
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
友
達
と
仲
よ
く
す

る
こ
と
の
大
切
さ
や
、
命
の
尊
さ

を

学
ぴ
ま
し
た

。

ま
た
、

差
別
す

る

心
の
醜
さ
に

つ
い
て
も
話
し

合

い
ま
し
た
。

授
業
の

一
コ

マ
を
紹
介
し
ま
す

。

一
年
生
の
生
活
科
、
「
わ
く
わ
く

ど
き
ど
き
ラ
ン
ド

」
の
様
子
で
す

。

学
校
近
く
の
休
耕
田
を
お
借
り
し

て
、
枝
豆
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
さ
つ
ま

い
も
を
育
て
ま
し
た
。
そ
の
収
穫

の
お
祝
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

収
穫
物
や
木
の
実
を
利
用
し

1 13 町宮ιけあふ:

て
、
精
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

教
室
や
廊
下
に
、

「

で
き
た
よ
。

」

「
お
い
し
い
ね
。

」

と
い
う

喜
び
の
声
が
あ
ふ
れ
で
い

ま
す
。
友
達
と
か
か
わ
る
こ
と
の

苦
手
な
子
供
が
、
友
達
の
い
い
と

こ
ろ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
い
ま

す
。

二
年
生
が
道
徳
の
授
業
で
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

い
じ
わ
る
ば
か
り
し
て
い
た
き

つ
ね
の
こ
ん
き
ち
君
が
、
お
お
か

み
に
つ
か
ま

っ

て
し
ま
い
ま
し
た

。

う
さ
ぎ
さ
ん
や
さ
る
さ
ん
は
、
こ

っ
そ
り
相
談
し
て
い
ま
す

。

「

こ
ん
き
ち
君
、
だ
い
じ
よ
う
ぶ

森のともだち

か
な

。

」

「

い
じ
わ
る
し
な
い
ん
だ

っ
た
ら

助
け
て
あ
げ
ょ
う
か

。

」

こ
ん
き
ち

君
は
、

「
も
う
い
じ
わ
る
し
な
い
よ
う

。

」

と
泣
い
て
あ
や
ま
り
ま
す

。

子
供
た
ち
は
、
動
物
の
気
持
ち

を
考
え
な
が
ら
、
友
達
の
大
切
さ

を

学
ん
で
い
き
ま
す
。

四
年
生
は
性
教
育
で
す
。
命
の

大
切
さ
と
家
族
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て

学
習
し
て
い
ま
す

。

精
子
と
卵
子
の
感
動
的
な
出
会

い
を
ビ
デ
オ
で
見
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
が
お
母
さ
ん
の
お
な
か
の
中
で

大
き
く
な

っ

て
い
く
様
子
も
調
べ

ま
す

。

そ
し
て
、

「

み
な
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
や
お

母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち

ゃ

ん
の
温
か
い
愛
情
に
つ
つ

ま
れ
て
、
大
事
に
大
事
に
育
て
ら

れ
た
ん
だ
よ
。
」

と
語
る
先
生
の

言
葉
に
大
き
く
う

な
ず
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
自
分

の
命
も
友

達
の
命
も
み
ん
な
で
大
切
に
し
て

い
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

六
年
生
は
、
歴
史
の
学
習
で
す
。

J
在
別
さ
れ
て
き
た
人
々
が
、
ど

の
よ
う
に
立
ち
上
が
っ
て
き
た
の

だ
ろ
う

。

」

と
い
う
課
題
を
持
っ

て
、
水
平
社
運
動
に
つ
い
て
調
べ

て
い
ま
す

。

差
別
さ
れ
て
き
た
人
々
の

気
持

ち
ゃ
自
ら
立
ち
上
が
ら
ず
に
は
お

れ
な
か

っ
た
人
々
の

気
持
ち
に
強

生命誕生

く
共
感
し
て
い
ま
す

。

「

ゆ
る
せ
な
い
。
L

「

団
結
し
て
立
ち
上
が
っ
た
人
々

の
勇
気
を
見
習
い
た
い
。

L

子
供
た
ち
は
、
差
別
に
対
す

る
怒

り
の
気
持
ち
を
し
っ

か
り
述
、
へ
ま

し
た

。
研
究
大
全
の
当

日
は
た
く
さ
ん

の
方
々
に
参
観
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

(
教
諭
山
田
重
明
)

所
在
地

重
信
町
大
字
国
窪
一
、

一
0
0

立ち上がる人々

児
童
数

八
五
九
人

職
員
数

和
田
陸
夫
校
長
以
下
三
五
人
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教

同

育

和

家
庭
に
お
け
る
同
和
教
育

明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
基
本
は
、

家
族
の
人
た
ち
の
人
間
関
係
の
充

実
に
あ

り
ま
す

。
家
族
の
一
人

一

人
の
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
が
家

庭
教
育
の
土
台
で
あ
り
、
同
和
教

育
の
基
盤
で
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

や
、
家
族
の
人
々
と
、
身
の
ま
わ

り
の
差
別
に
つ
い
て
話
し
合
い
の

場
を
も
ち
、
差
別
と
は
何
か
、
と

い
う
こ
と
を
具
体
的
に
と
ら
え
て
、

ま
ず
自
分
か
ら
、
自
分
の
家
庭
か

ら
、
差
別
の
解
消
に
取
り
組
み
、

実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
、
家
庭
内
の
こ
と
か
ら
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

ω

親
と
子
が
よ
く
話
し
合
う

と
い
う
民

主
的
な
姿
勢
が
大

切
で
あ
り
、
兄
弟
を
比
較
し

た
り
、
男
の
子
、
女
の
子
と

い
っ

て
わ
け
へ
だ
て
を
し
た

り
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う

か
。

お
た
か
い
を
認
め
合
い
、

助
け
合
っ

て
い
く
親
子
関
係

が
必
要
で
す

。

ω

子
ど
も
・
夫
婦
・
年
寄
り

の
立
場
が
現
実
に
は
ど
う
な

っ

て
い
ま
す
か
。
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
の
中
に
封
建
的
な

家
族
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
か

。

お
た
が
い
に
尊
重
し
合
い

、

家
族
み
ん
な
が
愛
情
と
協
力

と
理
解
に
よ
っ
て
結
ば
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

ω

隣
・
近
所
と
温
か
い
っ
き

あ
い
が
で
き
て
い
ま
す
か

。

職
業
・

社
会
的
地
位
・

学
歴

・

財
産
の
有
無
な
ど
で

差
別
的

な
考
え
を
し
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か

。

凶

子
ど
も
の
友
達
関
係
は
う

ま
く
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

相
手
を
軽
蔑
し
た
り
、

友
達
を
よ
り
ご
の
み
し
た
り
、

中
で
も
、
あ
そ
こ
の

子
と
だ

け
は
遊
ば
な
い
よ
う
に
な
ど
、

子
ど
も
の
健
全
な
友
達
関
係

を
き
ず
つ
け
る
よ
う
な
こ
と

は
し
て
い
ま
せ
ん
か

。

町民会館にて

二
、

学
校
の
同
和
教
育
と
述
鳴
を

と
り
ま
し
ょ
う

。

山

子
ど
も
が
学
校
で
学
習
し

て
き
た
ヲ
」
と
を
否
定
し
た
り
、

ま
ち
が
っ
た
考
え
方
を

押
し

つ
け
た
り
し

な
い
よ
う
に
し

土
」
ア
し
ょ
、
つ。

ω

子
ど
も
が
学
校
で
ど
ん
な

学
習
を
し
て
い
る
か

を
正
し

く
理
解
し
、
子
ど
も
と
と
も

に
学
ぶ
姿
勢
を
も
ち
、
親
と

し
て
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し

ト
渉
、
「
ノ
。

間

子
ど
も
が
同
和
問
題
に
つ

い
て
家
庭
で
話
題
に
し
た
と

き
、

子
ど
も
は
ど
う
い
う
気

持
ち
で
話
題
に
し
た
の
か
を

確
か
め
、
年
齢
や
学
習
の
深

ま
り
に
応
じ
て
差
別
解
消
に

立
ち
向
か
わ
せ
る
方
向
で
指

導
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

。

凶

同
和
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に

、

家
族
み
ん
な
で

、

差

別
は
ど
う
す
れ
ば
な
く
な
る

か
を
話
し
合
い
、
も
し
家
族

の
中
に
偏
見
を
も

っ
た
人
が

い
れ
ば
正
し
、
家
族
全

員
が

差
別
の
解
消
の
た
め
に
、
自

分
と
し
て
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

。

10 月 26 日

家
庭
で
同
和
教
育
を
し
て
い
く

に
は
、
ま
ず
親
が
、

差
別
と
は
何

か
を
み
き
わ
め

、

自
分
た
ち
の
生

活
現
実
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、

日
常
生
活
の
中
で
の

不
合
理
、
非

科
学
的
な
誤
っ
た
考
え
方
を
改
め

る

と
と
も
に
、
同
和
問
題
を
正
し

く
理
解
し
、
親
自
身
の
差
別
心
を

取
り
除
く

こ
と
が
大
切
で
す

。

親

の
考
え
方
が
お
の
ず
か
ら
子
、
と
も

に
影
響
し
ま
す
。
昔
か
ら

、

子
は

親
の
鏡
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す

。

そ
の
た
め
に
、
自
己
研
修
は
も

ち
ろ
ん
、
研
修
会
、
教
育
懇
談
会
、

授
業
参
観
等
に
は
す
す
ん
で
参
加

し
、
同
和
問
題
に

つ
い
て
正
し

い

認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、
こ
の

社
会
の
中
か
ら

差
別
を
な
く

す
積

極
的
な
努
力
を
し
て
い
か

な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

。

防
衛
庁
で
は
、
平
成
六
年

三
月

に
高
等
学
校
卒
業
見
込
者
を
対
象

に
、
陸
・

海
・

空
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す

。

*

ニ
等
陸
海
空
士
*

応
募
資
格

平
成
六
年
高
等
学
校
卒
業
予
定

、

ま
た
は

一
八
才
以
上
、
二

七
才

未
満
の
男
女

給
与初

任
給

(
月
額

一
五

一
、
八
O
O
円
)

期
末

・

勤
勉
手
当

ほ
か
各
種
手

当
が
職
務
や
勤
務
条
件
に
よ

っ

て
支
給
さ
れ
ま
す

。

衣
食
住

食
事
・

宿
泊
費
無
料

の
ほ
か
、

被
服
等
も
す

べ
て
い
燃
料
で
支
給

ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

手
当特
別
退
職
手
当

問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課宮

六
四
l

二
O
O

一

自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部

宮
四
七
l

三
O
凹
O



花
い
っ
ぱ
い
、青年

団
も
一
役

重
信
町
青
年
団
で
は
、
十
一
月

四
日
、

町
役
場
前
に
パ
ン
ジ
ー

や

葉
ぽ
た
ん
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

町
が
す
す
め
て
い
る

「

花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

の
一
環
と

し
て
行
っ

た
も
の
で
、
約
十
名
が

作
業
に
あ
た
り
ま

し

た
。

森
団
長
は
、
「

来
月
に
は
S
A
R

A
と

し

て
、
も
っ
と
大
が
か
り
に

飾
花
活
動
を
す
る
予
定
で
す
。

」

と
、
意
気
込
ん
で
い
ま

し

た
。

1 15 ・JZRιけあふ:

十
一
月

三
日
、

秋
晴
れ
の
文
化

の
日
に
、
塩
ヶ
森

一
日

登
山
を
行

い
ま
し
た

。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
九
十

一
名
が
参
加
、
項
上
で
は
見
晴
ら

し
も
良
く

、

展
望
台
や
す
べ
り
台

(全
長
五
十
メ
ー
ト

ル
)
な
ど
の

施
設
も
あ
り
、
約

二
時
間
の
休
憩

を
と
り

ま
し

た
。

行
き
は
、

三
・

五
キ
ロ

、
帰
り
は
七
キ

ロ

を
歩
き

ま
し
た
が
、
と
て
も
す
が
す
が
し

い

一
日
で
し
た
。

塩
ヶ
森
一
日
登
山

伝
統
を
受
け
継
ぐ民俗

芸
能
祭

平
成
五
年
度
県
民
総
合
文
化
祭

の
う
ち
、
「

民
俗
芸
能
祭
L

が
、
十

一
月

二
十

一
日
、

町
民
会
館
に
お

い
て
催
さ
れ
ま
し
た

。

県
内
各
地
に
様
々
な
形
で
定
着

し
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能

が
一
堂
に
集
い
、
ゲ
ス
ト

解
説
者

佐
藤
和
雄
氏
の
解
説
を
交
え
な
が

ら
、
楽
し

い
競
演
を
繰
り
広
げ
ま

し
た

。

虎頭の舞い(香川県白鳥町)

今治正月大黒舞(今治市) 五つ鹿踊り(松野町)

二
法
髭
}
伺
即お
お
思
惑

干
出
一
札
d
制限
判
部
間
出
院
副

M
羽
目

窪
一
弘、
説明
市政
議
議誠
灘

今
年
も
ま
た
、
年
賀
状
書
き
に

い
そ
し
む
時
期
と
な
り
ま
し
た

。

こ

の
不
景
気
に

「

年
賀
状
、
や
め

ま
す

。

L
と
の
声
も
聞
か
れ
た
り
し

ま
す
が
、
な
ぜ
か
書
か
な
い
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
ね

。

と
こ
ろ
で
、

こ

の
時
期
い
つ
も

思
い
出
す

こ

と
が
。

届
い
た
年
賀

状
の
な
か
の
一
枚
に

「

松
山
市
重

信
町
」
の
文
字
け

差
し
出

し
人

は

今
治
市
出
身

。

も
う
十
数
年
も
前

の
話
で
す
が
、
当

の
本
人
は
い
た
っ

て
ま
じ
め

。
学
生
と
な

っ

て
松
山

に
住
ん
で
、
初
め
て
の
お
正
月

。

先

輩
に
ご
あ
い
さ
つ
を
、
と
の
あ
り

が
た
い

一
枚
で
し
た

。

訂
正
を
し

た
か
ど
う
か
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
言

い
え
て
妙
の
感
で
し
た

。

で
も

、

や
っ
ぱ
り
、
重
信
町
に
は

温
泉
郡
が
似
合
う
よ
う
で

・
・
・。

み
な
さ
ん
、
あ
て
名
は
く
れ
ぐ

れ
も
お
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

。
(、
」)

役場は

毎週土曜日

休みで弘
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年
賀
状
は
で
き
る
だ
け

ロ
月
μ
日
頃
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い。

刑務所作業製品展示即売会

出
生
(お
め
で
と
う
グ
)

十
一
月
+
日
ま
で
の
届
出
分
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年
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令

11 11 10 10 10 10 事E
亡
σコ

6 5 30 28 28 22 日

時 : 1 2 月 12 日(日)

午前9時~午後3時

所: 温泉郡重信町見奈良1243 - 2

松山刑務所

fi64-3355 

日

場

出品品目 :

タンス ・ 食器棚等の

木工家具、篠製品、

紳士ぐつ、漆器類、

石けん、 みそなど

月 日 11" :ij} 名 l時 1111 J品 fifr 

1T iJ'主心百己ご と相談戸庁 13 : 00-15 : 0。 役場2階会議室
ーー・ー『 ーーーーーー・・・・--帽-- ーーーーー ・ー骨骨 ーーーー ーーーーー ーーーーー ー ・ ー・ ・ーー・・ - -- ---

9 (:村
長寿学図 10 : 30- 町民会館

隊乳食学級
ー・・- ーーーーーーーーーー. ー・ ・・・ー・・ーー・・・ ー

受付1 3:30-14:0。
町民会館

H5年8月 ・ 9丹生まれの者 学級14:00-15 ・ 30

10働 不燃物回収日

11出 役場開庁日

12(日) 当番医 宮内病院 松山市北梅本町 ft75-0091 

1 4 (刈
インフルエンザ予防接種②

14 : 00 -14 : 30 町民会館
3才以上の住民

15(付 母親学級④ 10 : 00 -12 : 30 町民会館

乳児健康診査
13: 30-14 : 30 町民会館12 H5年2月・ 5月 ・ 8月生まれの者

16附 ーーーーーーーーーー ーー ーーーーーー----ーーーーー ーー--ーーーーーーーーー. -ーー.曲骨骨ーーーー・--

長寿学悶 10 : 30- 町民会館
ーーーーーーーーーーーー・ーーーー--宇骨『・，ーー， ー-ーーーーーーーーーー-- ーー ーーーーーー- ー ーーーー

人権相談所 10 : 00 -15 : 00 役場会議室

18出 役場開庁日

19(日) 当番IT& 愛媛十全医療学院付属病院 川内田] 南方 ft66-5011 

20(月) リハビリ教室 13: 30-15: 30 町民会館

心配ごと相談fifr 13 ・ 00-15:00 役場2階会議室

3種 (2種)混合予防接種Il JYl
ー・・ ・・・・・------ ーー ーーー『ーーーーーーー ー

22(羽
14 : 00-14 : 30 町民会館

l 罰許T能l年ー l年半'1)昔、及U6才走高司末書種者

23(:村
天皇誕生日

月
当番医 藤石病院 重信町志津川 ft64- 1 234

24~包 町立幼稚悶第2学期終業式

不燃物回収日
ーーーーーーーー・------- --ーーーー司・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー ・・

25(:ij 役場|羽庁日

小・中学校第2学期終業式

26(日) 当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 告64-2411

国定資産税第3期納期限

27例) 国民健康保険税第6期納期限
ー ーー - --------帽 ・ー ・・・ーーー・曲ーー ・・ ・ ・ ーー--ー---明- --骨『・・ 唱曲司・ ーーーーーーーーーー-

水道使用料 10、 11月分納期限

28(:大j
粗大ゴミ回収日(午iiîîl0時までに出して下さい。 )

官庁仕事納め

31働 12月 31 日か ら 1 月 3 日までごみ収集・ し尿処理は休みます。

l ω 
7c日

当番医 西本整形外科 重信町回復 含64-1611 

2 (日) 当番医 辻井循環器科・ 内科 重信町区I l'] ft64-0013 

3 例) 当番医 西野内科クリ ー ック 重信町牛掛;1 ft64 -2200 

4 (刈 官庁仕事始め

8ω 役場開1-r日

9 (日) F当:fr~番号主l去望式全八木〔閉耳ヌト鼻ー:咽!守喉也科・・政皮令腐ー科: 莞[!f!-! __重-信一仰一I牛j !l.榊11一見ft64合-54民00 

10伺) 主町主立幼l稚主問1) 11、 llß小Itt・P中j李学主校E第37学1坦期始1.1業.4式: 00三 ~~_: _~~U字型 f* iIll!r;jl豆

行政心配ごと相談所 13 : 00 -15 : 00 役場2階会議室

3種 (2種)混合予防接種
宇ーーーーーーーーー，亭-- ーーーーーーーーー ーー ーーー

1 1 13(村 14:00-14:30 町民会館
H3年7月 ー 12月生まIlの者及 rl6才未満の未接種古

成人の日

15(:l:) 瓦主語---- - 二二二~~~~~~~:J日(相、ロolm五 l!'L~二五:伝
当番医 藤石病院 重信町志津川 64 ー 1234

16(日) 当番医 西村内科 重信町志津川 64-2461 

17例)
リハビリ教室 13 : 30 -15 : 30 町民会館
-- - - 骨"ーーー.司・，ー---- --骨骨骨・ーーー ーー・ー・・ーーーーーーーー -ーー ・.幽 』・ーーーー-ーーー

新春川柳大会 13 : 30 -15 : 30 町民会館

19(*l 
I才6ヶ月児健康診査

13:30-14 ・ 30 lilJ 民会館
H4il'-5 月 ・ 6 丹 生まれの者

月 20(村
乳児健康診査

13 : 30-14 : 30 PIT 民会館
H5年3月 ・ 6 月 ・ 9丹生まれの者

2 1 ~筒 下駄li き練習⑦ 19 : 30- 町長会館

22(:1:) \1): 1:品開庁日

23(凶 当?昏医 中川外平ト内科 松山市南梅本町 ft76-7811 

24m) 健康相談〈待地区〉

25(:えj 健康相談く知也区〉

26(1jq 健康相談〈待地区〉

27(:制 心配ごと相談F庁 13 ・ 00-15 : 00 役場2階会議室

29tU 役場|羽庁日

30(日) 当番医 国立療養所愛媛病院 重信町横河原 ft64 -2411 

31例)
同] 県民税第4JtlI納期限

国民健康保険税第7JlJj納期限


